
小石川フィロソフィー

際 力について考えて よう

    英語科

1. 目的

近年、 連の げる SDGs という目標に って、 ・

NPO・NGO 等の 際 力活動が活発 し、またそこに

を 活動する が えている。各 の える 題は

体の 題として 際 力について考え、開発 上

の実 、課題、何が 要なのか、 た に何が るのか

等について、多 的に考 し研究することを目的とする。

2. 概要

 3学年14 を に、毎 テー を し、考 や意

見交換を通じて理解を めていく。またフィール ワークや

ストトークを実施し、主体的に 題をとらえ、自 にテー

を設定し探究学習を行う。

表 1 年間指導計画

4 5 イ ンス

ーズとは / 際 力の定 とは

開発 上 について / ・ご 題

ジ ールの教 課題 / と教

SDG4 教 キ ンペーン き

な授業 / 研究発表 自分の になる

と えている 題

6 7 イスラーム イ ージと実

題 / SDGs 自分にできる

を考える

9 本の ODA について

際 ールズデー

研究テー 設定

10 12 課題研究

1 2  JICA ろ

本 学校との ンライン交

による ODA 前授業

研究発表

3 校内発表会・要

3. 成果と課題

ースではよく見聞きするが実感の きにくい 上 の

題も、実は た の生活と に関わっているという事実

を、課題研究やフィール ワーク等を通じて理解することが

た。 の 力だけでは解決できない 際 題だが、

今 の 付きをきっかけに、これから実際に 体的な行動

に移していくことを次の目標としたい。

小石川フィロソフィー

１ 目的 

小石川フィロソフィー は、今年度より キ ラム

を 新した。 

理数探究基礎 １単位 、 報 ２単位 、 間と

会 単位 の 単位で 成し、１ 年で 通り課題研

究の を学んだ生徒が、 年においてこれまでの学

びを り るとともに、課題研究への意 が し、 、

年での課題研究の質を高めることを目的としている。 

２ 概要

(1)理数探究基礎

理科 数学の教員が 同で、 に課題研究のスタ

ートとなる「課題発見力」の 成を目指す。 つの課

題に し、理科的な見方 考え方、数学的な見方 考

え方の 面から プロー し、多面的な課題解決を

る。

理科

研究 理について、ディス ションを通してクラス

で考える活動を行った。 体的には、データの つ

・改 ん、 用などの 題点、 作 や 報

の 、生 理の考え方などを扱った。

連の探究 を知るとともに、探究の意 を考え

る活動を行った。 体的には、 理基礎の授業で行

った実 の結果を分析し、レポートにまとめて発表し

た。

数学

を活用し、R 語を用いた活動を実

施して、統計スキルを高めた。 定・推定など、課題

研究で 要となる統計の基礎を学ぶとともに、プログ

ラ ング能力の向上も った。

学期では、 学で用いられている統計ソフト

MATLAB を用いたプログラ ング・データ解析の実

習を行った。

通講座

主 による 通講座を行った。

今年度は、 に本校 業生である  

報・システム研究機  統計数理研究  数理・推論

研究系 教授をお きし、自 語処理と統計学

をテー にお しいただいた。 語学と統計学をまた

研究内容をお さり、統計学があら る分野で使

われていることを実感していた。 

(2) 報

年間通して、以 の内容を実施した。

・科学の の 題の と 習

・分数を小数で表す 数

・ ク ルで確率の 題を解こう

・指数関数で えるとたいへん

・ 値、近 、 関 数

・ プログラム

・ロ トを動かす

・ の分析

・ ク ルで自動 プログラム

・ 進 でプログラム

・ で ページ作成

(3) 間と 会

「自 と 間の関わり」「学ぶことの意 」等のテー

を設け、自 と 間との関わり方、自分との関 に

ついて 体的に考えた。

また、イン の 質学 にインタ ーを行い、イン

の川事 について学び、あわせて自 と 間との関

わりおよび多 な文 を理解した。

成果と課題 

 生徒 ン ートによると、小石川フィロソフィー に

する質 に しての 定的な の 合が 記の

通りである。

学習内容に がある 76
課題発見力が びた 87

り く、計画的に 事

に取り組む力が びた

82

値あることや、解決方

法を考える力が びた

91

探究活動は、 の自

分にとって 立つ

90

25

第３章　研究開発の内容

〈６年間を貫く課題研究　小石川フィロソフィー〉




